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〔巻頭〕 内科専門医制度と一書記の感慨
昭和三十一年に厚生省の音頭で発足した専門医制度
は，いろいろな理由で，三年とたたないうちに消えてし
まった。保険制度でこの国の医療界を，一応，おおえる
とでも思ったのか，多少のお恵みとして，得意の格付け
をねらったのだという識者 C?)もいた。今，問題にな
っている登録医ー一一一説には幽霊のように流動的でも
あり，執念深いともいう人がいるーーのコースを踏まな
いものは，国立病院には採用できないだろうと，厚生省
のー管理職は公言しているそうである。国大病院長会議
の有力な，ただし，年老いたメンバーから聞いた。わた
くしは，ときどき，旧内務省に惚切ったー高時代の友だ
ちを思い出す。彼は高文をとって内務省にはいったもの
の，どういう工合か厚生省に転職しなければならなくな
った。東京の本郷切通しにある江知勝で一晩中，悲憤し
ては酒を飲みつづけ，ついには，号泣しながらゲロを吐
いてしまった。気の毒がって介抱はしたものの，わたく
しには，とうてい，友だちの心情を汲むことができなか
った。よい男ではあったが，こと，官員さんにかんする 1
かぎり亡者であった。そのころの内務省の役人は，免許
皆伝業の花形であったから，まことに羽振りのよい官員
さんであった。
人民のために，まともな内科学を勉強しなければなら
ないということだけで，学会の連中が仲間的に結束して
から，もう三年たった。その目標を，まず専門医制(仮
称)においた。この間， 48の資料を作った。灰聞だが，
ある学会では，やたらにその科を標傍されては商売にな
らないので，自分を仕切るために専門医制を使うのだと
もいう。しかし，内科学会は，その点で全く明け放しで
ある。かまえだけは眠狂四郎張りであるが，この狂四郎
は，あまり強くない。もう少しまともな内科医にならな
ければ，人民からお金をもらうのが空恐ろしいというの
である。しかし，現在の内科医が意地のない怠けものば
かりだというのではない。現在の内科学は，ものすごい
馬力で、突走って行く。一寸や，そっとの勉強では，つい
て行けない早さである。まことに見聞がせまいわたくし
には， ほんとうのところ， 15年も前に亡くなられた稲
田龍吉先生が，いわゆる内科医らしい内科医の最後であ
ったような気がしてならない。しかし，稲田先生でも，
現在，生きていられたら，内科学の神棚に鎮座していら
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れただろうか。 内科学を，すべての subspecialitiesへ
の入門学と考え，しかも，それらを，まんべんなくこな
すことは，全くむずかしい。それほど怠けものだとも言
われず，また，自分でも，それほどでもないと思ってき
たが，この年をして，学3の講義の準備に二晩かけない
と自信がもてないのは情けない。それにしても，若い同
僚の多くは， I教えてくれ，教えてくれ」とばかりいっ
て，形だけにせよ，アカデミアンのくせに，ほんとうに
自分で勉強する気にならない。こういう連中のまえで，
いつも，わたくしは胸の中で，イザヤ書の斥候の唄を読
みあげる。朝はいつくるかと，ものの見に聞いてばかり
いて，何もしなかった人民は 2000年間もねむりつづけ
ていた。内科学会も，かなり，ねていたあげく，やっと
目をさました。 しかし， 2000年間もねむりこけてはい
なかった。それゆえ，かの人民がスエズで演出したよう
な勇ましすぎる芸当はしない。つつましやかに手弁当
で，当世ばやりの寄附，寄附もいわずに，ここまでやっ
てきた。それだから，カタツムリのスピードだといわれ
でもしかたがないかもしれない。しかし， このカタツ
ムりは， 国法，たとえば，大学院制度や学位記制度に
も，ましてや，大学の自治などに干渉するようなことは
できないし，やっても，できないだろう。研究生だろう
が，大学院の学生であろうが，内科を志向するかぎり，
もう少しむきになって内科学を勉強しようじゃないかと
いうのが，内科専門医制のエスプリである。そのために
は，皆して教え合い，学び合う，それがこだわりなくで
きるような条件づけも考えようではないか，というわけ
である。内科学の突走りぶりは，偉くもないのに偉そう
な顔をしている手合に砂ぼこりをかけとばした。こんな
ことを考えながら神妙にやっているうちに，人民に少し
でも買われるようになれば，内科専門医もお金をよろこ
んでいただくだろう。こだわりなくいただける日の一日
も早くくるように，来年十月から制度の庖聞きと，きめ
られたのが，一昨日の夜であった。この三年間，書記局
にいて，自分は自分なりに努力してきた。今，一段落が
つき，ほっとしている。光輝ある千葉医学会誌の巻頭を
おしゃべりで汚したのではないかと心配しつつ，筆を摘
く。 一昭和 42年 12月10日一
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